
 あいさつリレー 人と人とをつなぎ元気にする 

「1年 1組から順番に、クラスの全員で声をそろえて『おはようございます』と言っていきます。」 

児童会の６年生が説明を始めました。2月は全校朝会をリモート形式で行う順番でした。この日は、

校歌を歌った後、校長の話の前に児童会からの呼びかけで「あいさつリレー」を行いました。校長室の

パソコンの前に座った児童会代表の合図で 1年 1組から順番に「おはようございます」のあいさつの声

を隣のクラスへつないでいく取組です。 

一番目の１年１組は校長室すぐ上の教室です。元気な声がとてもよく聞こえてきました。その声を聞い

て児童会の子がすかさず「1年2組」のカードを掲げます。それを合

図に 1年2組が声を出しました。この声も十分校長室に届いてきま

した。このようにして、南館２階の手前の教室から奥の教室、北館２

階、３階、そして南館３階の５年１組から奥の６年３組まで、順々にあ

いさつをリレーのようにつないでいきました。離れた教室であれば

あるほど、声が届きにくくなっていきます。各クラスのパソコンのマイ

クはオフにしてありますから、どれだけ大きな声を出して、遠くまで響かせることができるか、他の教室

がいかに静かに耳を澄ませているかが大切です。最後の６年３組は、南館の奥です。校長室まではかな

り距離がありました。そのあいさつの声もはっきりと聞こえてきました。その声を聞いた私校長が全校に

対してあいさつをして、見事リレーがつながりました（ごめんなさい、校長はマイクを通しての全校へのあい

さつです）。 

児童会の子どもたちは、考えました。あいさつがどんどんつながっていく気持ち良さを体感して、これ

からもあいさつが響き合う学校にしたいと。実は、昨年の 12月頃からあいさつの取組ができないもの

か話し合っていたそうです。学校をよくするために何ができるか、みんなが笑顔になるためにできるこ

とはないだろうか、じっくり考えて企画し、実行してくれたのだと思うと、なおさらこの日の取組が輝いて

感じられます。「温かい心は伝染する」といいますから、児童会の子どもたちの学校を思う温かい心が、

これを機にまた広がっていくことでしょう。 

あいさつリレーに続いて、節分の豆まきにちなんで、心の鬼についての

お話をしました。心の中に誰もが持っている怠けたい気持ちやつい人の

せいにしてまったり、悪口や陰口

を言ったり意地悪をしたりしてしまう弱い部分を心の中に棲

む鬼に譬えて紹介しました。心の鬼をしっかりと見つめて退

治することで残り２ヶ月を有意義に過ごし、進学、進級に向け

て頑張っていってほしいと願っています。 
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茶道体験 

1月 16日（火）に６年生は茶道を体験しました。

新型コロナ感染症が流行する前は、３年生のときに

校外学習で訪れた高山の竹林園で抹茶体験をして

いましたが、この学年は、コロナ禍のために校外学

習を実施できず抹茶体験ができませんでした。せ

っかく茶筌の里高山が近くにある学校なのだから、

せめて小学校の間に一度は体験してほしい。そん

な思いで、茶道を子どもたちに教えてくださる方を

探して方々問い合わせたところ、地域の方のご紹

介でようやく実現したのが今回の体験学習でした。

茶道具一式をそろえること、おいしくて買い求めや

すい抹茶の選定、道具と備品の運搬、前日のセッテ

ィングなど多岐にわたる準備を茶道の先生方や地

域住民の方々が担ってくださいました。 

当日には6年生の保護者の方と民生委員の方がボランティアとして参加し準備と片づけを手伝って

くださいました。たくさんの方のご協力により実施することができました。ありがとうございました。 

   

３つのグローブは、６年生から順番に各教室で触ってもらいまし

た。けれど、せっかく頂いたグローブなのだから、野球を知らない

人がもっとグローブを使える機会を作ろうと、体育委員会が「キャ

ッチボールイベント」を開きました。昼休みに体育館で、大谷選手の

グローブをはめて、委員会の子とキャッチボールを楽しんでもらう

取組です。キャッチしやすいように高学年の子がふんわりと投げ、

上手にキャッチできたら拍手が起こります。時間の許す限り、何度

も並び直してキャッチボールを楽しんでいました。イベントは、学年ごとに昼休みに行いました。 

 

 

 

6年生の茶道体験。畳、毛氈、掛け軸、茶釜、結界などの道
具もお借りし多目的室が茶室の雰囲気に。着物姿の茶道
の先生が 4 名来られました。真行草のお辞儀や席入り、
床・点前座の拝見の作法についても見せていただきまし
た。お干菓子をいただいて、先生に教えてもらいながら、
茶筌を使ってお茶を自分で点てて一服味わいました。 

…中に入るとものすごく本格的で、心の中で「すごいな～」と思っていました。…かけじくを見て、お花を

見て、色々な物を見ました。静かな所で見ると心が整いました。…まっ茶をたてるときがきて、上手くでき

てほめられてうれしく、おかしも初めて見るものでした。きちょうな体験ができてうれしかったです。   

 ※一部抜粋 「…」の部分は省略してあります。 
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1月16日から理科専科として、新しい先生が着任しました。 

5，6年生の理科の授業を担当します。どうぞよろしくお願いします。 

長らくご心配を頂きましたが、４月から続いた欠員状態がようやく解消することができました。 

 


